
わ が 町 の バ ラ ン ス シ ー ト 

（平成 19 年 3 月 31 日現在） 

          資産 399 億円          負債 117 億円 正味資産 282 億円 

負  債          117 億円(29％) 

固定負債        109 億円(27％) 

●国・県・銀行等からの借入金 

流動負債          8 億円(2％) 

●翌年度に返す予定の借入金 

 

正味資産        282 億円(71％) 

有形固定資産    368 億円(92％)

 

●道路・港湾 

●町営住宅 

●農業用施設 

 ●学校・体育館・プール 

 ●保育所・保健センター 

 ●消防車・消防車庫 

 ●土地 
      など 

 

 

国庫支出金（国の補助金） 

                185 億円(47％) 

 

投資等           15 億円（4％）

 ●他団体への貸付金など 

県支出金（県の補助金） 

                41 億円(10％) 

 

流動資産         16 億円（4％）

 ●現金・預金など 

 
 
 

一般財源等(町税ほか) 

                56 億円(14％) 

 

 

 

 

  ※ 国が示した作成基準をもとに昭和 44 年以降の資産について計上しました。 

 

○バランスシートによると 

  ゆたかで快適な暮らしのためにこれまでに造り続けてきた町の資産総額は３９９億円

で，そのほとんどが，道路や港湾，建物などの有形固定資産で全体の約９割を占めていま

す。 

  一方，今後の世代で負担しなければならない負債（主には借入金）総額は１１７億円で，

資産総額の約３割を占め，残りの約７割を占める正味資産は２８２億円です。これは，今

までに支払や返済が済んだもので，次の世代に引き継ぐ実質的な財産ともいえます。 

  町では，このような新しい見方を今後とも財政運営に役立てていきます。 

 



(単位：千円）

　　　　　借　　　　                   　　方 　　　　　　貸　　　　                   　方

［資産の部］ ［負債の部］

１．有形固定資産 １．固定負債

（１）総務費 524,002

（２）民生費 314,277 （１）地方債 10,143,196

（３）衛生費 106,787 （２）債務負担行為

（４）労働費 0 ① 物件の購入等 0

（５）農林水産業費 7,314,246 ② 債務保証又は損失補償 0

（６）商工費 2,140,697 債務負担行為計 0

（７）土木費 19,488,931 （３）退職給与引当金 762,340

（８）消防費 90,758 （４）その他 0

（９）教育費 6,789,066

（10）その他 51,009     固定負債合計 10,905,536

計 36,819,773

（ うち土地 3,080,534 ）

    有形固定資産合計 36,819,773 ２．流動負債

２．投資等 （１）翌年度償還予定額 831,690

（１）投資及び出資金 337,640

（２）貸付金 93,423 （２）翌年度繰上充用金 0

（３）基金

① 特定目的基金 318,000     流動負債合計 831,690

② 土地開発基金 110,000

③ 定額運用基金 304,193

基金計 732,193   負  債  合  計 11,737,226

274,684

    投資等合計 1,437,940

３．流動資産

（１）現金・預金 ［正味資産の部］

① 財政調整基金 1,240,000

② 減債基金 101,000 １．国庫支出金 18,450,488

③ 歳計現金 202,958

現金・預金計 1,543,958 ２．都道府県支出金 4,137,919

（２）未収金

① 地方税 43,432 ３．一般財源等 5,554,247

② その他 34,777

未収金計 78,209

    流動資産合計 1,622,167   正  味  資  産  合  計 28,142,654

 資  産  合  計 39,879,880  負 債・正 味 資 産 合 計 39,879,880

※債務負担行為に係る補償等 　①物件の購入等に係るもの 0 千円

　②債務保証及び損失補償に係るもの 285,263 千円

　③利子補給等に係るもの 26,531 千円

バ　　ラ　　ン　　ス　　シ　　ー　　ト

（４）退職手当組合積立金

（平成１９年３月３１日現在）
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